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１．調査の概要

（１）目的：現行のプログラムの運用状況とその評価等を把握する

（２）保険者協議会加入保険者（１１保険者）

（３）調査方法：メールにて回答

（４）調査期間：令和６年７月１６日～令和６年８月９日

２．調査結果

（１）　糖尿病性腎症重症化予防の取組状況

　

（２）　糖尿病性腎症重症化予防プログラムの作成状況

　

（３）　受診勧奨の状況

ア　受診勧奨の対象者（複数選択可）

イ　受診勧奨の対象者数等（県計※参考値）

人

人

人

（４）　重症化予防対象者への保健指導の状況

ア　保健指導の対象者（複数選択可）

イ　保健指導の対象者数等（県計）

人

人

⑤その他 ４保険者

①対象者 389

②実施者数 53

②医療機関受診中断者 １保険者

③糖尿病かつ腎症1期・2期の者 ２保険者

④糖尿病かつ腎症3期・4期の者 ２保険者

②実施者数 8,357

③実施者数のうち医療機関受診者数 1,671

①医療機関未受診者 ２保険者

8,602

①作成している ３保険者

②作成していない ８保険者

①医療機関未受診者 ５保険者

②医療機関受診中断者 １保険者

③その他 ４保険者

①対象者

糖尿病性腎症重症化予防プログラムの運用に関するアンケート調査（被用者保険）

（概要版・Ｒ５実績）

①実施している ８保険者

②実施していない ３保険者
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（５）　保健指導の実施に当たり専門職の関与の状況（複数選択可）

※専門職は市町村の保健師等のほか、糖尿病・腎臓病専門医、専門医以外の医師等を含む

（６）　事業評価の実施状況（複数選択可）

（７）　糖尿病重症化予防の取組課題（複数選択可）

（８）　県プログラムに関すること

①県プログラムを知っている ９保険者

②現在、県プログラムを利用している １保険者

③今後、県プログラムの利用を予定している １保険者

⑧受診勧奨・保健指導等のマンパワーの質的・数的確保

（資質向上、人材の確保・育成）
２保険者

⑨その他 ４保険者

⑤実施した事業（プログラム）の評価 ０保険者

⑥医師会・歯科医師会・薬剤師会との連携 ２保険者

⑦県糖尿病対策推進会議との連携 １保険者

②かかりつけ医と連携した取組 ３保険者

③かかりつけ医と糖尿病・腎臓病専門医との連携 ２保険者

④受診勧奨や保健指導の方法 ４保険者

⑤数値によらない定性的な事業評価を実施 ２保険者

⑥事業評価を実施していない ２保険者

①対象者の基準設定 ３保険者

②透析患者数による事業評価を実施 ０保険者

③HbA1c、eGFR、尿蛋白等の検査値などの数値による事業評価を実施 ４保険者

④実施人数などの数値による事業評価を実施 ４保険者

０保険者

④歯科医師 ０保険者

⑤薬剤師 ０保険者

⑥保健師 ６保険者

⑦管理栄養士・栄養士 ４保険者

⑧その他 ２保険者

①糖尿病性腎症による新規透析導入患者数による事業評価を実施

①糖尿病専門医 ２保険者

②腎臓病専門医 ０保険者

③専門医以外の医師

（かかりつけ医含む）
１保険者


